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―二度の改訂を巡って
No. ③  透析医療に携わる看護職の人材育成と

チーム創り
No. ④  透析患者の薬剤処方

―ポリファーマシーを考える〔特大号〕
No. ⑤  オンライン HDF―展開と課題

No. ⑥  創造する透析医療―新たなmodalityへ
の期待と課題〔特大号〕

No. ⑦  〔増刊号〕透析患者の侵襲性治療
No. ⑧ 予後改善を目指した透析医療
No. 9  透析医療における情報技術の進歩・展

開
No. 10  維持透析患者の喪失感―理解，克服へ

の支援
（既刊は○）

編　集　後　記

　草創期に比べて，現在の透析治療に関する機器
や技術は格段に進歩し，当時は想像もできなかっ
た諸薬剤も登場した．さらにはいくつかの主要な
合併症の治療ガイドラインも示されており隔世の
感がある．しかしながら現在でも慢性維持透析患
者の平均余命は，一般人のおよそ半分である．そ
のギャップを埋めるには革新的な治療技術や，新
たな発想の薬剤の研究・開発が必要となろう．し
かしそれらが臨床現場に登場するまでには「百年
河清を待つ」とは言わぬまでも，容易なことでは
あるまい．そこで，現在ある技術・薬剤・知識を
最大限にうまく活用することが求められる．
　本号ではそのような観点から，「どうすれば患者
の生命予後を改善できるか」について多面的なア
プローチから，現時点で推奨される診療計画を示
すことを試みた．あくまでもこれらの推奨や発想

は現時点での技術・薬剤・知識をベースにしたも
のであり，将来的に一部は陳腐化されるものも含
まれるかもしれないし，そうあって欲しいもので
ある．しかし示された診療計画を目前の患者にど
う適用・提供するのかは，結局のところ主治医を
中心とする医療スタッフであることを自覚したい．
　ところでまたぞろ一部のマスコミから「日本の
透析患者は恵まれすぎている」とのコメントが流
出した．高齢化が進行しつつもわが国の透析患者
の生命予後は，「自国ファースト」「地球温暖化は
でっちあげ」と叫んでいる国よりは明らかに良好
である．戦争・テロ・難民などでの非業な死のみ
ならず，疾病からも国民を護ることは国家の原点
と考えたい．
 〔鈴木正司〕
 （本特集共同企画：原田孝司）
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